
 

 小浜市里山創造計画が目指すこと 

 小浜市は、自然豊かで四季の輝きを放つ海や山川、豊富な海産物や滋味あふれる農作物などの

食材に恵まれた地域です。この豊かなめぐみは、小浜市の背後にある森林が生みだすものです。

しかし、小浜市の森林（＝里山）は、かつてのように人の手は入らず、シカやイノシシが増え、

さらに林業の衰退や里山への関心の低下が連鎖し、とても荒れた状態が広がっています。このよ

うな、里山の荒廃は小浜が誇る豊富な海産物や農産物の存続を危うくするものです。そこで、将

来にわたって小浜が誇る自然のめぐみを享受するため、市民・団体・事業者・行政が協働するこ

とで、豊かな海につながる里山の自然とにぎわいの再生に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 里山再生の目標と取組 

小浜市では、「里山の生業育成」、「元気な森の姿の再生」、 

「里山とのふれあい向上」の３つの方針を柱に取組を推進しま 

す。方針それぞれに KPI を設け、その達成のために、小浜産の 

木材利用の推進や木質バイオマスの取組、木育（木をつか 

った教育活動）など様々な取組を展開します。これにより、 

小浜市域の上流域から下流域までの全域において、豊かな 

海につながる里山の再生を実現します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市民・団体・事業者・行政が連携します 

 本計画を推進するため、「小浜市里山創造協議 

会（仮称）」を設置し、構成員それぞれの取組内 

容を情報共有するとともに、小浜市域における里 

山創造に関わる取組を皆が力をあわせて進めます。 

取組みの進行管理にあたっては、一年ごとに取組 

計画を立て、実行・ふりかえり・改善策を検討し 

ます。また、小浜市里山創造計画の進行管理と計 

画は五年ごとに見直します。 

 

小浜の里山の問題点 

人の営み・関わりの減少 

自然環境の劣化 

小浜市の里山再生活用の方針 

森の機能の低下 

美しい森の景観の劣化 

方針２．元気な森の姿の再生 

方針１．里山の生業育成 

方針３．里山とのふれあい向上 

 森で稼ぐことができない 

 林業従事者が減少 

 資源利用ができない 

 山の境界が不明 

 山のイメージが低下 

 シカの増加と下層植生の食害 

 手入れ不足による植生の劣化 

 キツネなど普通な動物の減少 

 マツタケ、ワサビなど恵みの減少 

 台風での倒木増加 

 下流側の地下水低下 

 川が濁りやすい 

 荒れた森林景観 

 不法投棄の増加 

 不衛生害虫（ﾀﾞﾆ等）の増加 

 木材利用を推進し、今ある木材生産・活用の仕組

みを再度活性化させる。 

 新しいスタイルの里山の恵みの活用法を発掘し、

里山の生業を取り戻す。 

 里山に再び人が入り、森の手入れをすることで、

豊かな動植物の姿、里山の恵みを取り戻す。 

 シカの個体数調整などにより、里山での鳥獣被害

を減らし、豊かな里山を取り戻す。 

 里山で活動する場として活用し、市民が森にふれ

あう機会をつくる。 

 市民に森の大切さを伝える活動を展開し、豊かな

海につながる里山再生への理解者を増やす。 

小浜市内の里山では、毎年１３５ha が

手入れされている。※平成 28年(2016 年)度 105ha/年 

小浜市の里山再生の目標（KPI） 

方針２．10 年後(2028 年)の KPI 

方針１．10 年後(2028 年)の KPI 

小浜市内に、“山に生きる人びと”が 

１００人存在する ※平成 29 年(2017 年)度 50 人 

方針３．10 年後(2028 年)の KPI 

小浜市内では、毎年６００人が木育を

受けている。  ※平成 29 年(2017 年)度 300 人/年 

KPI(Key Performance Indicator)：重要業績評価指標 

目標達成に向けた取組事項 

方針２．取組④：健康な森の姿の再生 

取組⑤：森番人育成事業 

方針１．取組①：地産地消の木材利用の推進 

取組②：木質バイオマスによる熱供給システムづくり

取組③：里山の特産品づくり 

事業体による人工林の間伐を進めます。また、薪の生

産・流通体制や特用林産物の生産体制を整え、森林所有

者が山から収入を得られる取組みを進めます。 

方針 3．取組⑥：山から海につながるグリーンツーリズム 

取組⑦：森の学習・体験プログラム事業 

境界が不明瞭な森林において、境界調査を進めます。ま

た、間伐後の立木保護や狩猟者の育成を進め、鳥獣被害

を軽減します。 

山と海をつなぐ体験プログラムや小中学生をはじめと

する市民向け木育講座を開催し、小浜の象徴でもある

海と里山とのつながりを再認識し、里山再生の理解者

（なかま）を増やします。 

小浜市の里山の将来の姿

山での生業により人が増え、にぎわいを取り戻
し、里・市街地では地元産材の活用や木質バイオ
マスの活用が進みます。 

方針１． 

里山の生業育成

方針２． 

元気な森の姿の再生

方針３． 

里山とのふれあい向上

小浜市の里山再生方針の関連性 

平成３０年３月 小浜市農林水産課 

小浜市里山創造計画の概要（問題点・方針・目標・取組事項） 

 

小
浜
市
の
里
山
再
生
活
用
の
目
標 

 

豊
か
な
海
に
つ
な
が
る
里
山
の
自
然
と
に
ぎ

わ
い
の
再
生

・山に人の姿は少なく、手入れ

が行き届かない。 

・里山にシカが増え、植生は衰

退し、自然が劣化。 

・川は濁りやすくなり、下流側

市街地の災害が心配。 

今
の
姿 

(

平
成
２
９
年
・ 

２
０
１
７
年) 

・木材生産は盛んで、山は人で

にぎわっていた。 

・薪や炭の利用、マツタケやワ

サビなどの森の恵みを市街地

住民も含めて活用していた。 

か
つ
て
の
姿 

（
昭
和
４
０
年
代
） 

・里山で人の往来が盛んになり産業と

して重要な位置づけとなっている。 

・市内各地で木質バイオマスの熱利用

が進み、バイオマスボイラー、薪ス

トーブ等が利用されるようになる。 

１
０
年
後 

（
２
０
２
８
年
） 

・里山が適切なゾーニングによって

活用され、産業基盤と自然環境保

全、安全保障が両立している。 

・里山を活用した環境教育活動が継

続されており、森づくり・活用へ

の理解促進が受け継がれている。 

５
０
年
後 

（
２
０
７
０
年
） 

小浜市里山創造計画で目指す姿へのステップ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   小浜市里山創造計画 

       ～豊かな海につながる里山の再生ビジョン～ 
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（ 概 要 版 ） 
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